
犯罪被害者等支援
シンボルマーク
「ギュっとちゃん」

調査対象国

アメリカ、イギリス、フランス、ドイツ、韓国、スウェーデン、ノルウェー

今後の調査方針

調査内容

調査結果が日本における制度の発展・改善に寄与するものとなるよう、犯罪被害者等からの要望や現行施策の
課題等を踏まえた調査目的を設定し、これに対応した項目を主軸として、実地調査や文献調査により調査を行う。

１

資料１

犯罪被害者等の損害回復・経済的支援の充実に係る要望を踏ま
え、諸外国の犯罪被害者等に対する経済的支援制度（国が代位し
た損害賠償請求権の求償の在り方含む）や損害賠償の回収の在り
方、犯罪被害者等施策の財源について明らかにする。

犯罪被害者等支援に特化した行政機関（犯罪被害者庁）の設置に
関する要望や、犯罪被害者等の様々なニーズに応じた支援をワン
ストップで提供する仕組みの整備・充実に係る課題を踏まえ、犯罪
被害者等施策を担う主体やその相関、各主体が提供する制度・仕
組みの運用実態について明らかにする。

Ⅰ 犯罪被害者等支援の主体

日本の制度との比較を行うに当たっては、犯罪被害者等施策
単体だけでなく、犯罪被害者等が利用可能な制度全体を俯瞰す
る必要がある。

Ⅱ 犯罪被害者等に対する経済的支援

Ⅲ 関連する諸制度等

犯罪被害者等施策に関係する行政機関及び民間支援団体の組織
体制
各主体が提供する支援
各主体の役割分担・連携状況（ワンストップ的な仕組みの有無）
各主体や施策の財源 等

犯罪被害者等への給付額の算定基準
施策の財源
損害賠償や他の公的給付との調整
求償の在り方 等

調査目的 調査項目

犯罪被害者等の加害者に対する損害賠償、各国の社会保障制度等

目的①

目的②

目的③

：目的②にも関係

令和８年７月27日
諸外国における犯罪被害者等施策の調査・
分析に関する研究会（第３回）


